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令和２年２月定例会中間報告号(２) 

【予算特別委員会での審査が行われました】 

 ３月11日（水曜日）から13日（金曜日）、
16日（月曜日）、17日（火曜日）および23
日（月曜日）に部局別質疑、19日（木曜
日）に総括質疑、24日（火曜日）に採決等
が行われました。 
 写真（右）は、前列左から浅野目義英副
委員長、小林哲也委員長、岩崎宏副委員
長です。  

 本会議では、あす３月26日（木曜日）に委員長報告、27日（金曜日）に
委員長報告に対する質疑、討論、採決が行われる予定です。 
 本会議の模様はインターネット中継でご覧になれます。 
 また、今定例会の予算特別委員会の録画中継も配信中です。  

☆定例会概要は、県議会のホームページからご覧いただけます。» 
 
 

 
 

〈令和２年２月定例会〉 
・予算特別委員会 

 

 

第14回埼玉県議会フォ
トコンテスト受賞者の声 

生け花のご紹介 

〈令和２年２月定例会〉 
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※質疑項目は「令和２年予算特別委員会 総括質疑 質疑項目一覧」をご
覧ください。 

 
 

【予算特別委員会】 

 ３月11日（水曜日）から３月24日（火曜日）
にかけて予算特別委員会での審査が行われ
ました。 
 予算特別委員会では、令和２年度一般会
計当初予算、補正予算、特別会計当初予
算、公営企業会計当初予算および令和元年
度一般会計補正予算の審査ならびにこれら
に関連する事項を調査しました。 
 写真（右）は総括質疑（３月19日（木曜日））
の様子です。  

予算特別委員会 総括質疑 質疑者一覧

 

木下高志 
（自民）

 

白土幸仁 
（自民）

 

松坂喜浩 
（県民）

 

石川忠義 
（県民）

 

高木真理 
（民主フォーラム）

 

山本正乃 
（民主フォーラム）

 

蒲生徳明 
（公明）

 

石渡豊 
（公明）

 

秋山文和 
（共産党）

 

高橋稔裕 
（無所属）

Page 2 of 6



【第14回埼玉県議会フォトコンテスト受賞者の声】 
 
 このコーナーでは、昨年度行われたフォトコンテストで受賞された方々か
らお寄せいただいたコメントをご紹介しています。  
 今回は、第14回埼玉県議会フォトコンテストのモバイル写真部門におい
て、入選した２作品と受賞者のコメント、審査員による選評をご紹介しま
す。 
 
--------------------------------------------------------------
 
 モバイル写真部門 入選 
 齋藤貴博様 （さいたま市） 
 ★テーマ★ 埼玉の魅力 
 ★作品名★ 「春の海」 
 ★撮影場所★ 川口グリーンセンター  
 

 家族が増えると分かった時にカメラを購入しました。 
 何気ない瞬間を何気なく撮っています。 
 私が子どもの頃はまだフィルムで、現像代も高く気楽に写真を撮ってもら
えませんでしたが、アルバムにとじられている写真は幸せの瞬間ばかりで
した。カメラは人に向けると自然と笑顔にしてくれる魔法の機械です。 
 この魔法のカメラで私たち家族の幸せをどんどん撮りためていきたいで
す。  
 

--------------------------------------------------------------
 
 モバイル写真部門 入選 
 加藤恵美様 （深谷市） 
 ★テーマ★ 自由（フリーテーマ） 
 ★作品名★ 「地上のお星様見つけた」 
 ★撮影場所★ 羽生水郷公園 
 

 街角を歩くと四季によってさまざまな表情を見るこ
とができます。その四季の中でも赤や黄色に色付く
秋は、多くの人をとりこにするほど魅力的で私も大
好きな季節です。秋も真っただ中、きれいな色に彩られた公園を歩いてい
ると足元にはたくさんの楓が落ちていました。それが私の目には星に見え
てかわいかったので思わず写真に収めました。目の前に広がる色付いた
木々の景色も素晴らしいですが、視点を変えるとまた違う楽しみ方ができ
ますね。  
 

★審査員の選評★  
 舞い降りる桜の中で花びらをそっと手のひらで受け取るお母さん。桜の
美しさ、めでたさに加え膝に抱えた幼子のぬくもりが、こんなに優しく柔ら
かなまなざしにさせるのでしょう。こぼれた花びらの舞うさまは、絵に描い
たような美しさ。“はらはら”という音なき音が聞こえてきそうです。  
（審査員：ショッパー社 稲見豊子氏）  

★審査員の選評★ 
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--------------------------------------------------------------
 
☆県議会フォトコンテストの入賞作品は、県議会フォトギャラリーでもご覧
いただけます。» 
 
 

 
 

 普通に歩いていると見過ごしてしまいそうな道端の一角が、こんなふう
に夢のあるシーンに捉えられる目線が楽しいです。大胆な構図に足元の
靴紐の赤がおしゃれで、画面全体を引き締める存在感になっています。  
（審査員：漫画家 比古地朔弥氏）  

このコーナーでは、議事堂ホールに飾られた生け花をご紹介します。 
【協力 埼玉県いけばな連合会】 

 

◆展示期間 
３月２日 
 ～３月６日 
◆作者 
池坊 
青木孝雄様 
◆花材 
オカメザクラ、
ウメの苔木、
ウグイスカグ
ラ、ストレリチ
ア、タケシャ
ガ、モジ、ス
ギ、ベニツ
ゲ、ミヤマシ
キミ

◆展示期間 
３月９日 
 ～３月13日 
◆作者 
池坊明流 
小渋恭園様 
◆花材 
ユリ、アンセリ
ウム、ラナン
キュラス、ソテ
ツ

◇◆生け花の作者の方にお聞きしました！◆◇ 

〈池坊 青木孝雄様〉 
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Q：きれいなピンク色のサクラですね。 

A：オカメザクラは早咲きの種類でちょうど今の時期が見頃です。濃いピ
ンク色をしていて、枝垂れるように咲くのが特徴です。イギリス人によっ
て２種類が交配されて誕生したというルーツがあります。 

Q：オカメザクラのピンク色に加え、葉の緑やストレリチアのオレンジ色と
彩りがありますね。 

A：この作品では季節の移ろいを表現しています。豊かな色使いだけで
なく、大きく広がりを持って生け、部分部分のテーマのようなものをイメー
ジしています。この作品の世界の中にあるさまざまな表情を楽しんでもら
えたらと思います。 

 

〈池坊明流 小渋恭園様〉 

Q：作品のテーマを教えてください。 

A：ご覧の通り赤いアンセリウムを中心にし、純白のユリがそれを囲むよ
うに生けました。これは、燃え盛る炎をイメージしています。繊細に変化
する炎の色と勢いを意識して表現しました。 

Q：勢いがあり元気をもらえますね。 

A：オリンピック・パラリンピックの聖火をモチーフに、世の中が元気に、
盛り上がるようにという願いを込めました。また、色の構成が紅白という
のもあり、気分が明るくなるような印象もあるかと思います。 

☆現在展示中の作品や過去の展示作品は、県議会ホームページでご
覧になれます。» 

 

【注意】 
●メールマガジンにおいて氏名の一部にJIS規格第１・第２水準にない文
字がある場合、第１・第２水準の漢字で表記しています。 
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【お問い合わせ】 
●「メールマガジン埼玉県議会」の登録・解除はこちらから » 
※登録事項（メールアドレスなど）を変更する場合には、お手数ですが、
変更前のメールアドレスを一度解除してから新規に登録してください。 
●「メールマガジン埼玉県議会」についてのお問い合わせ・感想はこちら
まで！ 
E-mail a6250-03@pref.saitama.lg.jp  

埼玉県議会事務局政策調査課 
〒330-9301 さいたま市浦和区高砂3-15-1 電話 048-830-6257／FAX 048-830-4923  
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